
甲斐国分尼寺跡（笛吹市）
甲斐国分寺跡から北方向へ少し行くと甲斐国分尼寺跡がある/北方向を見たところで、道路の右側に金堂跡、講堂跡があり、道路の
左側も寺域（下図参照）となっている/右手に標柱と石碑が立っており、更に道路前方右手には説明板が立っている



　　　　　　現在は金堂跡と講堂跡に礎石が残っている

　　　← この道路が上記の写真の道路/
上記の写真は金堂跡辺りから
北門跡方向を見ている



「史跡　甲斐国分尼寺跡」と記された標柱（右手）と石碑（左手）



　　　　　　　石碑/昭和24年7月に国史跡に指定されたとある



　　そこから南東方向を見たところで、標柱の背後に金堂跡の礎石が点在している



　　　　　　これはそこから北東方向を見たところで、正面には講堂跡の礎石が点在している/前方左手に説明板が見える



　　　　　これが説明板/右手は講堂跡、左手は尼房跡





　　　　　　道路の左側も寺域となっているが現状は草むらとなったままである



道路を少し進んで振り返って北側から南方向を見たところ/左手に尼房跡、講堂跡、金堂跡と前方に向かって所在する/道路の右手
も寺域となっている



　　　　　さて、これは尼房跡辺りから前方に講堂跡、金堂跡方向を見たところ



　近づいて講堂跡とその先に金堂跡を見たところ/それぞれの説明板と礎石が見える



北東側から南西方向へ見たところで、正面の礎石は講堂跡のもの/左手奥は金堂跡/講堂の基壇は金堂の基壇よりも一段低く
なっているのが見てとれる



　　　講堂跡を南東側から北西方向へ見たところ/講堂跡の説明板が立っている



　　　講堂の西側の礎石一列は先程の道路により破壊され、消失しまっているらしい/甲斐国分尼寺の講堂は甲斐国分寺の講堂よりも一回り規模が小さいという



　　南側から北方向へ講堂跡を見る



　　振り返って北側から南方向へ金堂跡を見たところ/金堂跡の説明板が立っている/前方の民家の辺りは中門跡付近だろうか



　　　　　　金堂の西側の礎石一列も先程の道路により破壊され、消失しまっているらしい



　　北東側から南西方向へ見たところで、礎石が点在している



　　　　　南側から北方向へ金堂跡を見たところで、更にその向こうが講堂跡



　　　　　　　南西側から北東方向へ金堂跡を見たところ/左手前方が講堂跡



　　礎石の上にこんなものもあった



さて、ここは先程の道路（右下から斜め左上の道路）の南側で、斜め右上に少し行った辺りが南門跡付近と思われる/正面はその
交差点にあった石造物群









　　　　　　南門付近と思われるところにあった石造物



　　　同上
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